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バイクのリノベーションプラン
～バイク作りを通したユーザー参加のものづくりのあり方～
　現在、日本ではモノの消費サイクルが加速
しているため、人とものとの関係性が徐々に
希薄になっていると懸念される。使い手がモ
ノを大切にする心を持たなければモノの消費
サイクルはこれからも加速し続けるであろう
と考えられる。
　私は、人とモノとが良好な関係を保つため
に、デザイナーとして消費者に何か訴えるこ
とができないかと考えている。それは、モノ
を作り上げるという行為がいかにモノへの愛
着を生むかということをデザインの研究・制
作を通して体感してきたからだ。つまり、“も
のづくり” によって人とモノとの関係性をよ
くしていこうというのがこの提案の狙いであ
る。大企業が行うような大量生産のあり方と
は対照的に、個人のモノへの要望をよりダイ
レクトにものづくりへ反映できる仕組みを考
えていきたい。
　“ものづくり” と言っても、工業製品のよう
にプロが行うようなものづくりから、DIY の
ようなアマチュアでも気軽に取り組めるもの
づくりまで幅が広い。今回は、それらをもの
づくりのプロセスによって分類を行った。そ
の結果、バイクという工業製品を扱う場合、
知識不足によりアマチュアのものづくりへの
参加が非常に難しいことがわかった。
　そこで、デザイナーがものづくりのサポー
ト役として参加し、一緒にものづくりを進め
ていくスタイルを取ろうと考えた。その中で、
ものづくりのデザインプロセスを参考にしな
がらユーザーが自身のバイクをしっかりとし
たプロセスを踏みながら本格的なものづくり
体験を行い、モノへの愛着を作り上げていこ
うと言うのが、バイクのリノベーションの狙
いであり、今後のものづくりのあり方のひと
つと考える。
　本制作では、ものづくりを通して、ユーザー
がモノとの関係性を築くプランを提案をす
る。モノの生みの親であるデザイナーの “も
のづくり” という行為をユーザー自身が共有
体験することで、モノへの愛着や愛情を個々
に深めていくプロセス提案が目的である。こ
のプランは、ものづくりのプロセスを知るデ
ザイナーと共にものづくりのプロセスを的確
に行うことで、モノと人との関係をよりよく
築くものである。ここでは、バイクを通した
ものづくりのプロセスに焦点を当て、プラン
の策定を行うこととする。
　バイクのリノベーションの大きな特徴は、
デザイナー監修のもとデザインのプロセスを
踏みながらバイクに手を加えていくこと、 一
人ではなく複数の人と関わりながらそれぞれ
のバイクと向きあい、自分のバイクへの愛着
をより深めていけることである。バイクのリ
ノベーションのプロセスでは大きく５つの
パートに別れ、それを具現化していく。
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５. コミュニティー形成
　リノベーションされたバイクを通してユー
ザー同士が関われるコミュニティー形成の場
が TOSCHDESIGN である。ここでは、ものづ
くりを通してユーザー同士やデザイナーとの
コミュニケーションを成立させる。TOSCH 
DESIGN の利用者を定期的に集めることで、も
のづくりを通した、コミュニティの形成に役
立てようと考えている。
６. バイクのリノベーション試行
７. まとめと展望
　本プランは大企業が行うような、大量生産
のためのデザインではない。個人がモノへダ
イレクトにアイディアを詰め込める仕組みを
提供する。そこに、デザイナーと専門家を巻
き込み、ユーザーによるものづくり文化を
作っていけるものである。社会的なものづく
りへの関心の高まりにより、こうしたプラン
をデザイナーとして世の中に提供していくこ
とも考えられる。何より、プロダクトデザイ
ナーとして、モノへの愛着を生み、人とモノ
との良好な関係をデザインしていきたいと考
えている。
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・ヒアリングを行い、ユーザーと共に考え構想を練る。
・サンプルを参考にしながらリノベーション範囲を決定。
・ヒアリングをもとに制作スケジュール作成し、予算・納車
  予定日を提示する。
・お客さんのアイデアを具現化するためのスケッチワークを
  行い、ライディングフォルムをデザインする。
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・デザイナーのアドバイスをもとにデザインを具現化し、組 
  み立てを行う。専門技術を要するものは工場に委託する。
・定期的にイベントなどを開催し、制作したバイクをもとに
  ユーザー同士が集まれる機会をもうける。
・トータルコーディネートとして、全体的なイメージをビジュ  
  アルによって表現する。
・図面による、制作過程の展開と制作の理解をユーザーに促す。
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・ビジュアルによるカラーリング検討を行い、カラーリング・  
  パターンを決定する。
・カラーチップによる具体的なカラー検討を行う。
詳細
デザイン
◉ライディングスタイル
◉ヒアリング
◉プラン策定
◉工房での制作
◉コミニティ形成
◉ビジュアル化
◉図面化
◉各種パーツの選定・カラーリング検討
　バイクのリノベーションプランを基にし
て、実際に中古バイクを入手し、ユーザーと
デザイナーの立場を実践してリノベーション
を行った。
